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委員会報告
        

防災・災害看護委員会 
委員長：島村　里香

１．活動方針および活動目標 

1）支部（地域）の防災・災害に関するニーズを把握し、支部（地域）活動の中で防災意識を高める働

きかけを実践する。 

2）災害支援ナースの応援派遣・受援に関する（施設用）標準マニュアルを整備する 

 

２．活動内容  

実施項目 

【開催場所】 
内 容 開催日 等 委員 

定例委員会 

【マルイトOBPビル】 

【ナーシングアート大阪】 

地域の防災意識向上チーム、応援・受援

マニュアル作成チームの活動目標に沿

って検討した 

全11回 15名 

 

３．活動実績  

実施項目 

【開催場所】 
内 容 実施日 等 参加者 

「各施設における 

防災対策に関する 

ニーズ調査」 

目的：医療機関、診療所、看護系学校、

訪問看護事業所、保健所、施設における

防災対策に関するニーズを知る 

1）防災対策整備について 

2）BCPの整備  

3）緊急連絡体制・安否確認  

4）防災訓練・防災学習の機会 など 

12月25日～ 

1月21日 

送付：992施設 

回収：208施設 

回収率：21％ 

 

研修「災害時、対象者を

どう守りますか？それぞ

【マルイトOBPビル】

れの立場から」 

保健所、病院、訪問看護ステーションの

立場から防災対策、地域や施設との連

携、BCPについて、各施設からの報告及び

意見交換を実施 

2月28日

会場参加：23名 

オンライン参加 

76名 

災害支援ナース受援マニ

ュアル作成 

「災害支援ナースを受け入れる施設の

看護管理者の方へ」作成 
3月21日

応援・受援マニュ

アル作成チーム 

【活動の概要】 

 大阪府下の医療機関、診療所、看護系学校、訪問看護事業所、施設における防災対策に関するニーズ

調査を行った。送付992施設、回収208施設、回収率21％で、回答頂いた8割の施設で災害発生時のマニ

ュアルが整備されていた。しかし、BCPの作成においては6割程度にとどまり、必要性を感じていても

「見本がない」、「企画者がいない」「組織の理解や認識がない」などの回答があった。調査結果を分析

し、課題をあきらかにした。 

 研修会では、保健所、病院、訪問看護ステーションの立場からそれぞれの防災対策やBCP、地域連携

の視点で講演頂き意見交換を行った。会場参加23名、オンライン参加60名、合計83名の参加があった。

 災害支援ナース応援・受援マニュアルとして、「災害支援ナースを受け入れる施設の看護管理者の方

へ」を作成した。 

 

４．課題・その他 

1）防災対策に関するニーズ調査の結果より、BCPの策定・運用など地域の防災意識を高めるための 

取り組みを行う 

2）災害支援ナース応援・受援マニュアルを活用し、ブラッシュアップを行う 

3）災害支援ナースのフォローアップ研修の検討 

 

感染対策委員会 

委員長：掛屋　弘

１．活動方針及び活動目標 

　大阪府内で暮らす地域住民を感染症から守るために、地域保健医療福祉における質の高い感染対策

の推進を図る。 

 

２．活動内容 

実施項目

【開催場所】
内 容 開催回数 委員

内 容 開催日 等 参加者

定例委員会

【マルイトOBPビル】

オンライン開催

1）大阪府受託事業「地域で活躍する看護職員等

の確保推進事業（人材育成）」感染症予防を 

実践・推進できる感染対策研修企画・実施報

告・評価 

2）大阪府看護協会感染管理地域ネットワーク

支部別交流会実施報告と課題の検討 

16名

 

３．活動実績 

感染症予防を実践・推

進できる感染対策研修

1）中小規模病院で勤務する看護師対象スタッフ

コース 

7月8日

7月11日
236名

2）社会福祉施設で勤務する看護師等対象スタッ

フコース 

7月18日

7月22日
283名

3）中小規模病院で勤務する看護師対象リーダー

コース 

9月9,12日

9月17,19日
57名

4）社会福祉施設で勤務する看護師等対象リーダ

ーコース 

9月25,30日

10月3,9日

10月22,25日

70名

5）社会福祉施設等で勤務する介護職員を対象と

した研修 

11月18日

12月18日
186名

6） 社会福祉施設等で勤務する介護職員等を対象

としたフォローアップ研修 
33名

訪問看護ステーション協会主催 

 訪問看護管理者研修 

6月12日

9月18日
42名

実施項目

【開催場所】

その他、感染対策研修

学会/研修会

第16回日本医療マネジメント学会大阪支部

学術集会口演 

「社会福祉施設等への感染症予防対策強化のため

の訪問事業報告 

―感染管理の専門家による感染症予防のため

の支援活動―」 

5月11日

第16回ICNJ近畿支部総会・地方会 講師

「社会福祉施設における感染対策強化 

～ICNとしてどう連携するか～」 

10月26日

全6回

12月4日
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大阪府看護協会感染管理

地域ネットワーク支部別

交流会 

※ICN：感染管理認定看

護師等  

LN：感染症予防を実践・

推進できる感染対策研修

修了生 

府北支部 

6月11日 

8月22日 

11月28日 

2月6日 

ICN　計56名

LN　計41名

府北西支部 

6月11日 

10月8日 

2月4日 

ICN　計13名

LN　計20名

その他　計35名

府北東支部 
6月15日 

2月1日 

ICN　計25名

LN　計32名

その他　計 4名

府東支部 

6月28日 

9月27日 

11月29日 

1月31日 

ICN　計18名

LN　計41名

 日1月01 部支北市
ICN　計10名

LN　計 9名

 日52月01 部支西市
ICN　計 7名

LN　計 7名

市東支部 
8月29日 

2月20日 

ICN　計10名

LN　計14名

市南支部 
10月29日 

3月10日 

ICN　計12名

LN　計21名

堺支部 

6月27日 

10月24日 

2月27日 

ICN　計49名

LN　計81名

府南支部 

7月29日 

11月18日 

2月3日 

ICN　計42名

LN　計47名

泉南支部 

6月26日 

8月21日 

9月11日 

11月13日 

3月12日 

ICN　計47名

LN　計34名

【活動の概要】 

実施項目 
【開催場所】 

４．課題・その他 

内 容 開催日 等 参加者

1）本委員会では、医療、福祉・介護施設、在宅等感染予防に関すること、感染対策に関する研修及び
啓発事業に関することを審議した。中小規模病院および社会福祉施設で働く看護師等を対象にし
たスタッフコース、リーダーコースでは、昨年度を上回る人数の受講があった。アンケート結果に
より、満足度の高い研修となり、例年同様、リーダーコース修了生は、研修終了後も積極的に施設
の課題解決に向け取り組んでいることが、研修3か月後の実践報告でわかった。 

2）リーダーコース修了生とICNの交流会を開催しており、参加者の満足度は非常に高いが、参加率
が50％を下回っており、特に参加率の低い支部においては、開催方法の検討が必要である。 

3）研修修了生の感染管理に係る実践力の段階レベル（感染管理スキル標準）を作成した。修了生は自
身のレベルを把握し、研鑽を続けるための参考にしてもらうこと、研修企画側もレベルアップに
応じた企画の参考にしていく。次年度は、修了生の持つ課題として最も多い手指衛生と環境衛生
の研修をレベル2以上の修了生を対象に開講する予定である。 

1）交流会参加率を上げるための開催方法の検討
2）大阪府感染症予防計画の取組みの 1 つとして、地域における情報連携のための「地域包括的感染

症対策プラットフォーム」が構築された。大阪府看護協会感染管理地域ネットワークでは、この情
報基盤を活用した地域内の連携を更に強化するために積極的な活動を推進していく。 

教育委員会 

委員長：林田　裕美 

１．活動方針及び活動目標 

　短期研修の運営・評価に基づいて、新規研修を含めた次年度の研修を検討する。また、全研修のアン

ケート回収率を向上することで、より精度の高い研修評価につなげる。 

 

２．活動内容 

実施項目 

【開催場所】 
内 容 開催回数 委員 

定例委員会 

【マルイトOBPビル・ 

ナーシングアート大阪】

1）短期研修の運営・評価 

2）次年度新規研修の企画・立案 

3）短期研修申し込み状況の共有 

全11回 18名 

 

３．活動実績 

実施項目 

【開催場所】 
内 容 開催日 等 参加者 

短期研修 

【マルイトOBPビル・ 

ナーシングアート大阪】

全75研修を企画し、そのうち48コースを

集合で、27コースをオンラインで開催、

運営した。 

0.5～3日 

延べ71日 
5,572名

教育委員会企画研修 

【ナーシングアート大阪】 

教育委員会で、新規研修を4コース企画

立案した。開催方式は、集合研修2コーオ

ンライン研修 2コースとした。 

1． 9 月19日

2．11月 7 日

3．11月12日

4． 2 月 4 日

17名

49名

37名

109名

【活動の概要】 

・短期研修の運営・進行に参加し、受講者へのWEBアンケートの結果（研修内容の難易度や理解度、満

　足度など）から評価を行い、次年度継続の必要性を検討し、既存研修との重複について整理を進めた。

・2025年度新規研修の企画では、委員が3グループに分かれて、研修テーマ、目的・目標、内容、講師

　などについて意見を出し合って検討を進め、新たに医療・看護DXや、ペイシェントハラスメント、患

　者中心の意思決定支援に関する研修を企画した。 

 

４．課題・その他 

1）研修受講後のアンケート回収率は、目標の80％以上を上回る82.7％であった。引き続き維持する。

2）委員会で新規研修として企画した4コースのうち3コースについては、受講者の満足度は高かった 

が、申し込み率が低かったので会員のニーズは高くないと判断し、次年度は中止とする。1コース

については、ニーズ、満足度ともに高かったので、次年度も継続する。 

3）会員のニーズに沿った新規研修の立案。 
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